
第 42回附属小学校卒業式が行われました 
3 月 19 日（火）兵庫教育大学加治佐哲也学

長、本校 PTA 廣尾会長様、附属幼稚園森田園

長様のご臨席を賜り、卒業式を行い 75名の卒

業生が本校を巣立ちました。今回は校長祝辞

の一部修正をご紹介いたします。 

「〈前略〉卒業生の皆さん、ご卒業おめでとう

ございます。本日みなさんは、６年間の小学

校課程を終え先ほど卒業証書を授与いたしま

した。卒業にあたり皆さんに、私から

一つお願いがあります。それは「自分

の未来に向かって挑戦する気持ちを忘

れないで欲しい」ということです。先

日、附属幼稚園の卒園式に参列しまし

たが、皆さんも小学校に行ったらがん

ばるぞという決意で入学してきたと思

います。これからの社会は、ますます

大きく変化するでしょう。そこで、皆

さんが、感じているこれからもがんば

るぞという気持ちを忘れないでくださ

い。 

皆さんは本校の教育目標を知ってい

ますか。「人間として生きぬく力を育て

る」が本校創立以来の教育目標です。

人間として生きぬく力とはどんなもの

でしょうか。創立当時と今では全く同

じでしょうか。先日、かつて附属小学

校に勤務していた先生方とお話しする

機会がありました。かつて本校の伝統の遠泳や氷ノ山登山を

始めたのが僕たちですと仰っておられました。その先生方と

一致したのは、附属学校は、変えてはならない大事なものは

しっかり守りながらも、かつての先輩方が創ってきたように

新しい文化を創造していく力が必要だということです。それ

が「人間として生きぬく力」だと思います。 

「人間として生きぬく力」の具体的な姿とは、まず①基礎と

なる学力を身に付け②より深い学びを求める探究心をもち③

豊かな感性と④他者の立場で物事を考える思いやりの心を大

切に⑤多くの人から愛される立ち居振る舞いができる。これ

が先生方と考えた「人間として生きぬく力」の具体的な姿で

す。これらを大事にして未来に向かって挑戦して欲しいと思

います。 

さて保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうござ

います。心よりお祝い申し上げます。六年間、教職員一同、

それぞれ頑張ってきたつもりですが、至らぬ点が多々あった

ことと思います。さらに新型コロナの対応で学校行事が大き

く変わり、子どもたちもしたくともできないことが多かった

と思います。しかし、それがかえって児童も教職員も深く考

えることにつながりました。教職員にとっては附属学校のあ

るべき姿を改めて考える大きな機会となりました。 

私たちは、授業参観や研究大会、PTA 行事、オープンスク

ール等可能な限り保護者の皆様には、学校を開いてご覧いた

だける機会を増やすことを常に考えてまいりました。廣尾会

長をはじめ保護者の皆様には、多大なご理解とご協力を頂き

大変感謝しております。今後とも、何かと試行錯誤すること

はあろうかとは思いますが、ご理解とご協力をいただき是非

ともお力添えをいただきますよう重ねてお願い申し上げま

す。それでは、六年間で、心も身体も立派に成長した卒業生

のみなさん、ご卒業を心よりお祝い申し上げまして、私の式

辞といたします。 

令和六年三月十九日 

     兵庫教育大学附属小学校長 冨田明徳 

学校行事の改革について 
私たちは、コロナ後の学校について、教職員と共にこれま

で毎年検討し、伝統あるカーニバルやミュージカル活動につ

いても、大学が推進するSTEAM教育との関連を図りながら、改

善に努めてまいりました。しかし、今年の教職員や保護者の

学校評価アンケートも踏まえて、先日お知らせいたしました

ように、この度学校行事の大きな変更に踏み切ろうとしてい

ます。「ミュージカル活動は子どもたちの成長に有効だった

と思いますか」という問いに対し、そう思う保護者56％、教

職員29％という結果でした。どちらかというとそう思うとい

う肯定的評価を入れると、保護者では90％近くになります。

教職員もミュージカル活動の有効性は理解して続けてまいり

ましたが、「オーディションで選ばれない子はあまり参加し

ていない」「その他大勢の子供にとっては意味がわからない

まま始まってそのまま終わり、親にとっては毎回毎回似たよ

うな意味がわからない同じような話の劇を見せられる」とい

った厳しい意見にも耳を傾ける必要があると考えます。 

今年度から、国立附属学校では珍しい学校運営協議会制度

（コミュニティ・スクール）でも学校の運営方針を検討して

います。長年の伝統行事のように初めから大きな支持は得ら

れないかもしれませんが、全ての子どもの成長につながるよ

う、これまでの先輩方のように新しい文化を創るよう努めつ

つ、毎年の改善に努めてまいりますので、ご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

貴重な寄贈本を頂きました。 
 かつて附属小学校教員として勤務

しておられた、本学大学院吉川教授か

らの仲介で、校長室にある額の揮毫も

された先生でもある長岡文雄先生の

親族の方から、附属小学校の先生方に読んでいただけたらと

先生の貴重な書籍を数冊頂きました。有効かつ大切に活用し

たいと思います。ありがとうございました。 

今後の主な行事予定 

 

 

附小だより ３月号 
      令和６年３月 22日  

兵庫教育大学附属小学校・中学校 

            校 長 冨 田 明 徳 

8（月）着任式，始業式  
9（火）給食開始，短縮４校時 13：20 下校 
10（水）入学式 2～6 年（通常５時間授業）  
11（木）なかよし健康診断（３・５年）  
12（金）なかよし健康診断（２・４年）  
15（月）なかよし健康診断（１・６年） 

 内科検診（５年）5.6 校時  
16（火）なかよし健康診断（予備日） 
17（水）心電図検査・地震避難訓練・引き渡し訓練(6 校時)  
18（木）全国学力・学習状況調査（6 年 国・算）、尿検査 


